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ダムの安全性への影響照査 

ダムの設計、施工時のコンクリートの強度管理等に問題は無く、かつ堤体変形、漏

水量等の計測データにも問題が無いことから、現状においてダムは安定していると判

断される。ここでは、堤体応力とクラックの因果関係を検討するために実施された三

次元 FEM 応力解析について記す。 

(1)解析モデルおよび物性値 

解析モデルを図 2.5 に示す。また、物性値を表 2.6 にしめす。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.5 矢木沢ダムの三次元 FEM モデル 
 
 
 

表 2.6 解析に用いた物性値 
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(2)解析ケース 

解析は次の 2 ケースについて実施した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

表 2.7 平均堤体温度荷重(冬期) 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3)解析結果 

解析結果を図 2.6～7 に示す。 

【ケース 1】 

 
 
 
 
 
 

【ケース 2】 
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図 2.6 三次元 FEM 応力解析結果 ケース１ 
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図 2.7 三次元 FEM 応力解析結果 ケース 2 
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(4)考察 
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